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『高青丘集jI劉昌序JI呉寛序JI張泰序J訳注稿
? ?
) 1 末
“GAO QINGQIU JI'''LIUCHANG xu " 
'WUKUAN xu ' and 'ZHANGTAI xu ' translated and annotated 
SuekiFuRUKAWA 
本稿は、次の三jZiの訳注稿の続編で、ある。
1. r高青丘集.]I完藻集本伝JI槌lq:集本伝J訳注稿
f佐賀大学文化教育学部研究論文集j第3集第2号、 1999
2. r高背丘集.JI婁江吟嘉序JI i1i.I!!~集序J I姑蘇雑詠序JI胡翰序JI王緯序J訳注稿
?佐賀大学文化教育学部F持続教育実践研究指導センタ一紀要j第15号、 1999
3. r高青丘集.]I謝徽Ji';J I周'V序J 訳注稿
f佐賀大学文化教育学部研究論文集j第4集第 l号、 1999
本Ti誌の体裁、形式、などについては前稿と同様である。本稿も前稿と同じく入谷台1介先生(文学博士、
島棋大学名誉教授)に原稿を克ていただき(ただし張泰序を捻いて)、たくさんの手直しをしていただい
ている。ここに特に記して深認の意を表します。
底本には、上海:古籍出版社 f高青1壬集j上下if仕 (19851:1三刊)を用いた。
なお、本稿をもって『高青丘集jの序、伝の訳注の作業[土、いちおう終了したものとする。この序伝シ
リーズの訳注の作業は斯界はじめての試みであり、誤りも多いかと思う。 1専維の士の教えを請う次第であ
る。
1 l!t"lj昌序J
11. 1. 0 原文
故嘉議大夫・戸部1~j: ~rl .前翰林闘史院編修官、 青丘先生高啓文集ー十八巻(一作二卜回程)、
、今二千若干稿、儒士徐腐字m理之所俊也。用理I忠弘類)1;'(先生文集、 J7;U、示品。昌認潟序之
日。
夫!I等J;)、所与さ、明先王之道、救嘗i止之弊、lJ!IJ必著於言;馬。 庶幾見者之用、問者之有考也。六経吏聖人之手、
其:言粋然、一出於正、要之所jよj、存鑑戒者亦多。聖人既i交、縦横搾器之説典、大道幾徴。 i英成i捗皐之路、
生・賀言i'i.、始各U、其皐!ヨ見、著書数千寓言、沈雄簡奥、其!珂先王之道、隊合世之務1洛{結実。
11. 1. 1 苫二き下し
故の嘉議大夫・戸音1侍郎、古iITの翰林国史i引鮒|多官にて、諸王に経を授けし青丘先生高幹文集ー十八巻(ー
に二十四巻に作る)、 1:1-チ若干稿、今二千若干謡、儒士の徐庸字(アザナ)は用理の広むる所なり。用
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~!llは既に:裂を目、て先生の文集を広め、乃ち以て日l に示す。呂読んで為に之に序して EI く。
夫れ将に学ぶ所を以て先王の道を明らかにし、当l止の弊を救わんとすれば、則ち必ず言に著る。見る者
の用い、開く者の考えを有するに庶幾(チカ)し。六経は聖人の手を吏(へ)て、其の言は粋然として、
ーに正より/L¥で、之を要するに鑑戒を存する所以の者も亦た多し。聖人既に没し、縦横・持l鶏(ハイコウ)
の説輿り、大道幾んど椴なり。漢はi詐学の路を広め、室生・賀誼、始めて各(オノオノ)其の学を以て自
(ミズカ)ら見れ、著者数千万言、沈tJ. Nl1誕にして、 ~tのうも王の道を明らかにし、当 i止の務めを i凍ぶる
ことI俗備われり。
11. 1. 2 j!TIi'f¥ 
今は亡き嘉議大夫、戸奇1待自1、TiJiの翰林国史i完結i修官、 IYJの王室の詩王に経典を設けたことのある古 E
先生の『高啓文集j 卜八巻は、もと で、今は二千若干篇である。これは儒者の徐持が収益し
たものである。 徐時は詩体加に分類し、失われていた作品を収拾して向先生の文集を大きくし、できあが
るとそれを私に見せた。そこで私はこのために読んで以下の序文を書いた。
そもそも自分が学んだものを間いて先王の道をIYJらかにし、今のi止の弊ミ与を救おうとすれば、それは必
ず文章において表現される。だからこれを見るものは試みることができるであろうし、これを聞くものは
考察することができるであろうことが期待できる。六種の経典(土、聖人の手を経ており、その言葉は混じ
りけがなくひとえに正しい精神から出ており、総じて言えば惑を戒め善を勧めるものもまた多い。 聖人が
亡くなってから、 i邸主i時代の遊説家の合従・連衡・同盟・離聞の外交ヒのかけひきが起こり、治医!の大道
はほとんど微かなものとなった。 漢は学問の道を広げ、その結果、荒1[1好、賀詑がそれぞれ初めてその学
問によって肢に出た。彼らは数千万字の著述をあらわし、学問、文章の風格は東々しく雄壮で、あり、簡潔
古風にして奥深かった。先王のi査を明らかにし、当社に必要な政策を述べて、ほほ完擦であった。
11. 1. 3 語釈
[嘉議大夫i文官で正三品という官吏の等級をあらわす名称。{戸吉1侍自I¥]I様車f集本伝jの注を参目立。
[翰林間史誌編1多i&TlI完藻集本{云Jのj主を参!l現。[ート八巻}現行の大全集と|可じ。ニトロIJ巻に作る本が
あるという。 1)[部議刊初編所1又太史大全集十八巻i冒頭の「劉日1千三jは I二卜[広!巻jに作る。[徐席}
字はJ:!J型I!.、呉郡の入。 JYの永楽年間から正統年Ilijの詩を集めて何日海苔英集jを作った。{云はPiiJll問:子集
小伝j乙集。[J;伝子主]おそらく……だろう、あるいは……できるかもしれないの意。{六経}六つの経書:。
すなわち易経、詩続、書経、春秋、札記、楽続の総称。[粋然1*'1:¥TEo混じりけがないさま。[縦横・持j範
之説] ìj刻司 11寺代の遊説家が丹l いた['i<J家[需の連合や離間を画策する外交上のやI~策。縦横は合従と j主fg!rの外交
持闘は I~司いたり合わせたりする意で、組手を分裂させたり丸め込んで、自分のl味方につけたりする計略。
{草生1f的[1許 (B. C.179-B. C.104)を指す。前漢の偶者で、儒学の沼教化を|献策し、武帝に受け
入れられたと言われている。春秋公羊伝に精通し f春秋繁蕗jを著した。かつて彼に反惑を持ってい
父1呈は、災異についての彼の若ニ述を読み/:Uし武帝に提出したO 式協:が学者たちに論じさせたところ、弟子
の呂歩好が輔の著作だと主L1らず大肢と評した。そこで彼は裁判にかけられ、死刑が宣告された。しかし武
帝の詔で赦免された。{沈1i!i;] 重で雄涼。重々しくて雄壮なこと。[簡誕]Ni'JI紫古風で奥深い。
11. 2. 0 原文
唐斡愈起、力嬰八代之衰習、
宋|欽|場修、↑J立与力行、 fオ立論j
商社・李自、又各以其与さ自見、明王道、具u寺政、調之詩史。
、有益於j台。至うた元H毎、則根1芸六経之旨、議斥百氏之非、踊然潟世話
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宗。其大要使人若手王11~1之 11治、致義利之排出巳。今、詩家之 考之可知、用之獄尚可行也。龍三代目百
下、 i莫!吾宋之所以発徳若染、 rr別室馬以~j~~Éì者、
11. 2. 1 ~j: き下し
唐の斡愈起こり、力めて八代の衰習を変じ、故に其の言はHí~だ醇なり。而して社甫・李 1:::1 、又各其の学
を以て自ら見れ、王道をrV1らかにし、持政を具し、之を詩史と謂う。宋のIKJ，I湯修、博く学び力めてお:い、
「本論J の言は、治に益有り。うた元11毎に烹れば別ち六経の旨を根拠とし、百氏の~I三を撲斥(ジョウセキ)
し、品???長(キゼン)として吐の儒宗と為る。其の大要は人をして王イI~l (オウハ)の1告を審(ツマピ)らか
にし、義利の排を致さしむるのみ。今、諸家の言具に存し、之を考せんとすれば知るべく、之を清いんと
すれば稲尚おおうべきなり。悲し三代よりに漢・皆・宋の能型え業著(アラワ)れ継ぎて以て治を称せ
らるる所以の者は、是に頼る有り。
11. 2. 2 通釈
になって斡愈が現われ、後j英、説、昔、宋、斉、梁、隊、 l塙の八代の衰退した風俗骨慣をつとめて変
えようとした。だからその言葉は純粋であった。そして社甫、李1:は、またそれぞ、れの学んだところによ
って1tに出で、王道を明らかにし、当n寺の政治を述べたが、後の世ではこれを詩史と呼んだ。宋の欧|場修
{土、 11話広く学び努力して実践し、彼の著した「本論jの中の言葉は、政治に有益である。米廷になると六
種の経典の内容を根拠として、他の学派の誤りを排斥し、 ~'I止にお々とそびえる{記者の統領となった。だ
がその大要はと言えば、人に王道、:抜道の治政の道を詳しく解明し、 j草花{と功利に関する議論を仔ってく
れることだけなのである。諸学派の言葉は今も残っており、これを考察しようとすれば知ることができ、
これを用いようとすれば今なお実践することができる。思うに夏、!設、周より以下、漢、皆、宋の時代の、
伸ぎ克るほどのりっぱな人格を身につけ著しい功績を打ち立てた人物で、さらにその治政が賞賛されるわ
けは、みなそれに依拠しているからである。
11. 2. 3 
[韓愈] 768~824o li守の文学者。 Ji苦労ミ八大家の一人。字は退之、号はiZ索。1'>>11宗元らと古文復興をi唱え、
六朝以来の華麗な散文の文体を変革した。 iN命イム骨表jを奉って志宗の怒りにふれ、 il加'"に左還された。[八
代]後漢、説、晋、米、斉、 f荘、 I~i、開の八つの王拐を言う。宋の蘇i拭が、韓愈の功ifi を讃えて iì?}J ナH の
韓文公闘の碑jで「丈は八代の衰を起こし、 j庄は天下の溺を済うJと述べたことを踏まえる。 i詩史]史
を題材にとり、歴史的事実を反映している詩。唐の孟梁(モウケイ)の f本事詩j 逸篇が、安史の乱
を反映した校11~ の誌について「当時号して詩史と為すJ と述べるのが初出であろう。[欧陽修] 1007 ~ 10720 
北宋の政治家、文学者で、勝宋八大家の a人。字はlid来、号は六一居士。晩年、王安石の新法が実行され
ると、その脊商法に反対して職を訴し頴州に隠遁した。[I等学]幅広く学ぶ。 同日目下I"mrに「博く之を
び、審らかに之をおiい、慎んで之を思い、明らかに之を弁じ、鰐く之を行うjとある。[本論}宋の散!場
修の著した論文の名。 印欠i場文忠公文集j巻17所I1又。
[朱冗Jl毎]米烹(l130~1200)。元1毎は字。号は晦庵。南宋の大信;家で宋主主:を大成した。敬して米子と称
され、その学は朱子学といい、学の正統として後Ili:に多大の影響を与えた。進士に合倍してから死ぬま
での五ト年開で、官吏となったのはわずかに九年。 織にあったときは、社会の不合理を正し民生を安定さ
せようとしたが、たびたび挫折させられてI践を辞めた。 晩年、焼宝石ei期待illJ.侍講となったが、韓f定腎(カ
ンタクチュウ)の怨みをかい、偽学とされて免職になった。郷患に掠って教育と著述をし、その後逝去し
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た。[Tj氏}諸子百家。多くの学者。[接斥]排斥する。 撲(ハラ)い斥(シリゾ)ける。[鰯然}高々と
直立する様。{王伯}王道と覇道。 11~1 は覇、即ち春秋11寺代の諸侯の提主の窓で、音はハ。[略}選。諮。[義
利之排]道語的規範と物質的利益との関係に関する議論。特に宋の理学:家に議論された。米奈の「延平の
李先生に与うる者jにほ主利の説は]うち儒者の第一義なりjとある。孔子、孟子、 F母子等{土利より義を
んじたが、北宋以来の鵠者は、利のほうをより
{三代]中国古代の夏、段、周の三王朝。
じた。(遼寧人民出版社1988r~IJ 罰{話学辞典j 562頁)
11. 3. 0 原文
先生生元丙子、少哀千11慧、長讃六経諸家之者、融開通之、合而成之、又取両力行之。其護之於言、別浩
乎如大JI之決防也、錦乎如il可庭之張梁官、{議乎如幽謹之舞蚊也。致之於用、如射者之於的、準乎其無疑出。
然{造園歩i詑促、不荷於用、!な子育長、登高望遠、撫fI寺懐古、其言多百~~r.!!懐娘、若将於 i詮無足話者。
及我太祖高皇帝、定鼎建業、静詔徴賢、先生起興元史之修、録善醜悪、儒者之功、庶幾彰施。史成、授
諸王経、進戸部侍郎、尊額極至。先生感之、力壊先王之道、以匡止務、言多雄偉奇古、足以議張徳業、
神益iéì化、 11寺甚頼之。未久、郎辞去、去後亦楚連以死。 r~[~o子、強天所以}[Wr文也。
11. 3. 1 "，さき下し
先生は元の丙子に生まれ、少くして神慧を棄(ウ)け、長じでは六経諸家の者を読み、融して之を通じ、
会して之を成し、又取って之を力行す。其れ、之を言;こ発すれば、別ちj告乎として大川の坊を決するが如
きなり、錦乎(ソウコ)として洞庭に楽を張るがお1 きなり、憶乎(シュクコ)として~I墾に蚊(ミズチ)
舞うが如きなり。之をf刊に致せば、射者の的に於けるが如く、 として其れ疑い無きなり。然るに国歩
の既に促なるに値い、用いらるることに荷(カリソメ)にせず、青丘に隠れ、高きに登って速くを望み、
時を撫してを懐い、其の言は多く激烈に懐'概し、将に仕上に於いて為すに足る者無きが若し。
我が太祖高皇帝、 Ji!を建業に定め、認を障(ツラ)ねて賢を徴するに及んで、先生起ちて元史の修に与
り、醤を録し惑を醜(ハズカシ)め、儒者の功{土、彩施せんと庶幾(コイネガ)う。史成って、詩王に経
を授け、戸吉1寺郎に進み、当l野[i極めて至る。先生之に感じて、力めて先王の道を額し、以てIJt務(セイム)
を斉し、言は多く雄偉奇古にして、以て徳業を笠張し、 j台化を禅益するに足り、時甚だ之を頼る。未だ
久しからずして、即ち辞去し、去りし後亦た定連して以て苑す。 I!別手、殆ど天のJ~r (コ)の文を厄する所
以なり。
11. 3. 2 釈
先1=.は元の丙子の年 (1336)に生まれ、小さいときからたいへん聡明で、大きくなってからは六穂の経
書や諸家の告ごを読み、それらを融通無間に解釈したり集大成したり、また選び、取ってはみずから実践した。
これを言葉に発すればあたかも、 j告j告たる大河が堤防を決壊させるかのようであり、広々とした原野に楽
器をならべて大きな音で演奏するかのようであり、またたくまに深い谷間の絞を舞わせるかのようである。
これを実際に役立たせようとする時には、矢を射る者が的をねらうときのように、先生は確屈として疑う
ことがなかった。しかし時あたかも国連はすでに危急に迫っており、好い加減な気持ちで仕官したりはせ
ず、青丘に隠遁した。高い所に登って遠方を昆はるかし、往時を振り返って古のことを懐かしみ、その言
葉は激越な司母子で、うれいなげくことが多く、あたかもこの世間では、為すべき僻鎮のあるものがないかの
ようであった。:fえが太祖皇帝が、都を南京のitl.に定め、詔を発して賢者を召きょせると、先生は括通
の身から起ちあがって;元史J編纂の事業に参加]l、普を記録し悪には恥じを与え、{需者の功績は、はっ
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きりと表彰しようと顕った。 f元史jが完成して、親王たちに経典の講義をし、位は戸部侍郎にすすみ、
身分の尊さは最高に極まった。先生はこれに感じるところがあり、つとめて吉代の聖王の道をほめたたえ
て、世の中の害を正して菩を救うようにし、言葉には雄壮偉大、古風質朴なものが多く、徳行と功業を
く持ち上げ、世を治め教化することにト分に役立ち、当時の人々はとてもこれを頼りとした。長くしない
うちに、ただちに辞去して郷里に帰り、帰ったあと事に引き込まれて死去した。ああ、もうこれはほとん
ど天が文学を迫害したというに等しい。
11. 3. 3 語釈
[111慧]著しく聡明であること。 [i告乎]水勢が広大、盛大であるさま。乎は形容詞、副詞につく接尾語
で、然と同じ。{主将乎i金属や玉石がぶつかりあって出す時の音の形容。音声などが大きくてよく響くさ
ま。 li間庭}日:E子J外篇天運篇に言う ril可庭之野Jの意味で、広大な自然の原野を指す。阿佐子Jに「帝、
成池の楽を瀧胞の¥JFj'に張る。吾始めて之を開いて慢(オソ)れ、復た之を聞いて怠り、卒(オワ lJ)に之
を聞いて惑うJとある。{鏡子]たちまち。 瞬く間に。素早く。[Will墾}深い谷。深淵。宋の蘇]1試の f前赤
援の賦jに f幽慈のi替岐を舞わしめ、孤舟の欝婦(リフ)を泣かしむjとあるのを踏まえる。[蚊}みず
ち。{云説上の竜の一種で、 i楽器iに住み洪水を起こすことができる。{如射者之於的]r大全集j本はほnJ
の上に河川の字がある(校記)。訓読すれば「期ち……jとなり、文意は変らない。{準乎]正確な。[@iI
歩]国の命述。『詩来日大雅・桑柔に「於乎(アア)哀しき有り、国歩斯(ココ)に頻なりjとあり、宋
の朱忍は f歩は猶お運のごときなり。頻は急建(キュウシュク)なりjと注す。
{撫i侍]撫は手でなでさするの意。ここはそういう仕草をすることによって、現時または往時の事に思い
を致すの意味を表すのであろう。{太祖高皇官}明の初代皇帝朱元湾(1328-1398)。太祖は鵡号(天子の
を宗閣に祭るときにつける贈り名)。高皇帝は誌号(功績をたたえて死後に贈る贈り名)0 [定期}閣の
都を定める。 [l湾施]はっきりと自の前に現れる。{先王}上古の聖王。[医済]IEして救済する。[t.IH叶
雄壮で偉大なこと。[奇古}すぐれて珍しく、古風で質朴なこと。[徳業]徳行と功業。[聾張}ここでは
それぞれ、 3撃は持ち上げる、張は誇張するので、あろう。[翠連]ずるずるとひかれ連なる。ここは連座
したことをぼかして表現している。[斯文}儒学者。また儒家の道。時折出子雫篇に「天の将に斯(コ)
の丈を喪(ホロボ)さんとするや、後に死する者は斯の文に与(アズカ)るを得ざるなりJとある。
11. 4. 0 原文
嘗議論;馬、天道悪i雨、取之不可以全、然誼其身、~!Ij必信其盤。 fj寺以葦・買i吃遂臨名長、予言・白窮放而詩
{率、韓愈.[JO(陽修・米元1毎、自主披通額、羽米免罷j末、然其言至於今、諭習罰的i承者不衰。正初Il宗元所云「生
而不遇、死員Ij垂i達者衆也J。先生死始三十有九、使少{憂静岡待之、期得JI年止於是乎、言Jl~.止於是乎、行!I守
止於是乎。鳴1乎。天賀潟之、調之何故。
用理師皐IJ{'先生之言、得之既深、遂勤調停之、亦使関者考之ifr可知、見者用之両可行、以明其言之果有
頼於世也。 q鳥呼、厚突。景泰元年)支午冬ト二月望日、賜進士出身、呉劉
11. 4. 1 書き下し
嘗て縞かに需(コレ)を論ず、天道悪iがiち、之を現るに全きをtj、てすべからず、然らば其の身を制(ク
ツ)すれば、則ち必ず其の戸を信(ノ)べんと。時にL)て叢・買は!吃逐せられて名長じ、高・白は窮し放
たれて詩伝わり、韓愈・欧隊修・米元Il毎は、通顕と号すと臨も、部るに未だ罷斥(ヒセキ)せらるるを免
れず、然るに其の言は今に至るも、調習して師承する者衰えず。1IにfW宗元の「生まれては遇わず、死し
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て別ち声を垂らす者衆きなりJと云う所な IJ。先生の死は始めて三十存九、少しく優砕して之を持たしむ
れば、別ち得は:持に是に止まらんや、言は将に迭に止まらんや、行は将に是に!とまらんや。~!~f1乎。天実(マ
コト)に之を為す。之を何と謂わんや。
用理、先生の吉に自ji学し、之を得ること既に深し、遂に助して之を伝えんことを区内、1/1'たi前く者をし
て之を考うれば知らしむべく、見る者をして之をJf:Jうれば行うべからしめ、以て其の言の果たして祉に頼
すること有るを明らかにするなり。 f¥i'bfl手、原きなり。景若手元年、午、冬十二月望EI、I易進ごと出身、呉の
劉1::=1アヲ 。
11. 4. 2 通釈
かつて夜、は勝手ながらこのようなことを論じたことがある。天道は惑が満ちたなら、その人から絞りと
げてしまうもので、 A身を全うするということはできない、だとすれば、天がその身を屈!日えさせるのは、
必ずその人の名声を広めるために速いないと。それぞれの時代で、たとえば、査1rjl前:は官:1立を落とされ、
されて名J~が高まり、社甫は生活に i主i窮し、李白は追放されて詩が後iJ土に伝わった。総愈、
|場修、:>1ミ奈は、官位が高く名戸7が大きかったにもかかわわらず、免職され排斥されることを免れなかった。
だがその言葉は今に至っても、読両日、学習され、自[i承ずる者が絶えないのである。ちょうど柳宗元が、「こ
のIU:で、はよい述命に出会えず、苑んでから名戸を残す者が多いJと言っていることと舟じだ。先生の死は、
ょうやく三十jしになったばかりであったが、もう少しゆったりとしてこれを引き延ばすことができたなら、
はたして先生の待たものはこれだけだ、っただろうか。 ったことはこれだけだっただろうか。先生
の行ったことはこれだけだっただろうか。ああ、実際にこれは天がやったことなのだ。いったいこれは何
と言えばいいのだろうか。
徐!訂は、先生の作品を I~I 分の応lî として学び、そこから得ることが深かったので、ついには出版してIU:に
伝えようと思い、さらに先生の作品を克たり IlfJいたりしたものが、それを考えれば理解することができる
ようにし、それを試せば実際に実践することができるようにした。そして先生の作品がやはりこの祉の中
で役に:立つことを明らかしたのである。ああ、なんとこれは深い思いであることか。 f:lFJの景泰元年(1450)、
庇午(カノエウマ)の年、冬十二月十五日、 j主士出身を!鳴った呉の劉畠がこの序文を }~iーした。
11. 4. 3 語釈
{稿}ひそかにo 1i)人的に。自分の意見を示すときの謙譲語。{言出身] !詰をかがめる。 I~I 分を!凶J~ させて
従う。漢の揚雄の Wi去言J五百誌に「身を拙(クツ)するは将に以て道を信(ノ)べんとすればなり。
を詰して身を信べんとするが立J]きは、天ドと蹴もなさざるなりJとある。「信Jは1rjlばすの意。 [1寺主j、}田
部叢刊初編所l訳出i太史大全集Jは「是以J(是(ココ)を以て)に作る。[造賀]蓋11[1辞と賀詑。買誌は
「搭軒集本伝Jの注を参H言。[l迂逐}肢は官{立を下げるの意、 j歪は放逐するの意。[窮放}窮はi孟i窮するの
放は追放するの意。Li重野i]官{立が高く名声が大きいこと。 J最は官位が}I立龍に進むの意、販は名声や
勢いが 11上に顕著であるの意。[罷斥}免職する。排斥する。[~í!î習}戸を出して読んで学習する。{初l時元}
773-8190 唐の文学者で、時宋八大家の一人。 }I皇宗のとき札部員外郎に抜擢され、王叔丈の党
と政治改革を推進したが、敗れて、永州、柳川にiJtEされ、そのlfuで没した。すぐれた自然詩をつくり、散
文の古文復興にもっとめた。上J誌の韓愈の注を参照。本文の引用は「友人に与えて文を為るを論ずるの書J
による。{優i同ゆったりとして過ごす。{将]ここは諾の立を表す。[天実為之詰之何哉] W詩経~ JtsJ武
(ハイフウ)I ~I ヒ I"JJ の +1 の勾をそのまま用いている。
{助]編纂する。また文字などを刻む。ここは版木に彫りつけて出版するの意に解した。{頼}利益。手IJ
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誌を与える。{景泰元年十二月望日}景泰は景帝の年号。望日は陰暦十五日。この年のト二月望日は-1m
1i一年一月十七司。{部昌}字は欽謀、呉県の人。正統二年 (1437)の進士。景泰の初め、{話盟として
ばれ宋元史の編纂に加わった。官は広東布政司左参政に至る。著作は f蘇ナ1'続史j他多数。伝は f)iリ朝詩
集小伝j乙集など。
12 r呉寛序J
12. 1. 0 原文
j共武史官高啓季述、有詩子稿、競ili1品集。其夫人之兄子)設立公報、嘗刻板於所居之甫皇、正統末、殺於
火。郡人徐m球!複取刻之、増多倍於器、商姑蘇雑詠在
按缶q露公自認序云、「自戊成至了未之作拝七百三十二篇J。及公蹄狂i後、又益以戊i羽至庚成之作、
百二十八篇、乃合ト三年之詩而成此編。!手又云、日i此[町長著者、合別自潟集j。葉明年半亥作雑詠、 i手寅、
公死於法失。今考雑詠統百二十三篇、両用I思所土器fE1:三年之詩虫、幾九百稿、一何多哉。嘗観詩j翰林元主主序、
諮公初1.f~即袋、制改合梓、始成缶I喝、 f昨今所増入、主::多背所楽去者、務存於 i止、錯置其 i司敗。不然、作於
三年者、悉取而未及i郁歎。 読者額以潟病。長IJ欲f多其詩、適所以累よt才敗。
12. 1. 1 きドし
iJt武の史官高啓季迎、詩千篇有り、缶i1!1!;集と号す。其の夫人の兄の子の民l立公礼、嘗て板を居る所の甫
JI!.に刻するも、正統末、火に般(ヤ)く。郡人の徐用理復た取って之を刻し、増多して!日に惜し、而して
姑i制作詠在り。
按ずるに缶q!~は公自ら序を為りて f戊成自り T米の作に烹るまで七百一 を得Jと云う。公の帰出
のf去に及んで、、又益すに戊 iドより )g~J主にヨミるの作を以てし、蓋し二百二十八篇を得、乃ち十三年の詩を合
わせて此の編を成す。序に又「此自り後に著す者は、当に加して自ら集と為すべしj と云う。葉し I~j年の
辛亥に雑詠を作り、EJ3実に、公はj去に死せり。今考うるに、雑詠は統べて百二 l'三稿、部も用理の増す所
は笹かに三年の詩にして、幾んど九百稿、 ぺこ何ぞ多きかな。嘗て謝翰林元誌が序を観るに、公初め限集
を為り、 H制改、会蒋して始めてUri鳴成ると謂えば、 sjIJち今1投入する所は、査多く音楽去する所の者、猶お
i止に存し、其の1M)に錯置するか。?!.ミらずんば、三年に作る者、悉く取りて未だi削るに及ばざるか。読者頗
る以て病と為す。員IJち其の詩を修(シ)せんと欲するは、 jf:I(マサ)に其の:才を累する所以か。
12. 1. 2 通釈
明の太祖の洪武年間 (1368-1398)のiI寺の史官である高啓、字は季辿は、子協の詩があり、その詩集を
『街q~集J と呼ぶ。その夫人の兄の子の毘立、字は公ネしは、かつて住んでいた南里でこれを木版で出版し
たが、英宗の正統年間(1436-1499)の求に、版木が火災で焼けてしまった。同じ蘇ナHの徐痛が、またこ
れを版木に彫り、増補して以前の倍ほどにしたが、単独で流布していた日iH
た。
思うに、 f缶1島集Jについては先生自身が序を書いていて、 f戊成(1358)から了未(1367)の年まで、
七百三十二縞の作品を得たJと言っている。先生が辞職して郷恩に帰ってきてから、また戊申 (1368)よ
り庚成 (1370) までの作を培やして、おそらく二百二十八稿を得、かくて十三年間の詩を合わせて?缶鳴
集j九百六十篇の詩集を作った。また序文では、「これより後に書いたものは、加にして独立した詩集と
なるはずである」と言っている。おそらく明年の辛亥の年(1371)にWfri切手雑詠Jを作り、中寅の年 (1374)
に、先生は国法によって亡くなった。いま考えてみると、 fr古蘇雑詠jが全部で百二十三穏であるから、
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徐席が増加した分はわずか三年間でほとんど九百篇の詩ということになってしまい、これはほんとになん
と多い数であることか。私は翰林院国史編修官の謝徽の序を見たことがあるが、それには、先住ははじめ
四つの詩集をつくったが、部除して改め、ひとつに集めて、ようやく f缶I!!~集j ができあがったと言って
おり、これからすると、いま徐!古が増やした部分は、むかし先生が捨て去った詩が世間にはなお伝えられ
ていて、それを詩集の中にむやみに取り込んだのではなかろうか。もしそうでないなら、三年間に作った
ものを全部集に入れて、けずるということをしなかったのであろうか。読者はこのことを先生の詩集の大
きな欠点だとしている。徐席がその誌を多くしようとしたことが、かえって先生の詩才に累を及lますこと
になったのであろう。
12. 1. 3 語釈
[居立]伝は米詩。「罵立序Jの本文を参照。[I当矯斤;云]I缶鳴集序jのことを言う。 [itli人}郡は行政区
画としては唐代に廃止されたが、宋代以来、府の雅称として用いられた。蘇州は明代には蘇ナトi府、その管
内に住む人。{徐用理]I珂の徐席、用理は字。「劉畠序Jの「給路Jの注を参照。[帰出}官Jl裁を辞め、郷
里に帰って農事に従うこと。{謝翰林元務}明の説H段。元認はその字。翰林は翰林院のi翠史編修官となっ
たことがあるので、そう言う。「ぬ藻集本{iUの注を参照。[会梓i集める。集中する。[畳多}ここでは、
登は疑問(推量)をあらわし、多は推量をあらわすと19干しておく。[{多]誇張する。 拡大する。
12. 2. 0 原文
周臨仲英者、甫恩人也。老而好文、詐j缶1鳥潟忠仁1:1故物、而公之手選t!1、慨然重刻。又以醤板級公自序、
吏補之、汲j及定予諒一言。 子i意潟童子、公之詩往f主成論、相:長楽去、遂志、其詞。イrl1英雌有詩、安能匁!太史
之所烹哉。
'1自蘇文忠公有言、「詩至於杜子美J。故近代皐詩者、多J_J_杜矯師、而尤得其三尺者、!長楊?広三家罰己。然
文忠又謂、「子美以英1i!f*色世之資、 i麦跨百代、古今詩人議J[至。然、委¥I¥督以来、高風絶塵、亦少衰央Jot止以潟
確論。
12. 2. 1 き下し
問時(シュウカイ)1rjJ英は、南患の人なり。老いて文を好み、缶1鳥は里中の故物為りて、公の手選なり
と諒い、慨然として重刻す。又IE板が公の自!予を絞くを以て、更に之をおIJい、汲汲として予に走り
を請う。予、章子為りしときを憶うに、公の詩往往にして前を成す、和、や長じて棄去し、遂に其の詞を忘
る。 伸英請う有りと雌も、安くんぞ能く太史の至る所を知らんや。
惟(コ)れ蘇文忠公に「詰三は桂子美に至る」と言う有り。故に近代の詩を学ぶ者、多く杜を以て仰と為
し、尤も其の三尺を得る者は、虞.，協・活の三家のみ。然るに文忠又円三美、英イ料金i止の資を主j、て、百1t
に凌跨(リョウコ)し、古今の詩人尽く鹿さる。然れども観音以来、高J!n¥の塵を絶つものは、亦た少しく
衰えたり」と謂う。w:以て併i論と為す。
12. 2. 2 通釈
周眠、字は仲英は、 i苦里の人である。彼は年老いてから文学を好み、 1缶ri鳥集.1(土地元の遺産であり、
先生手ずから選ばれた詩j室長であると言って、奮い立って重版したO またIE板には先生の自序が欠けてい
たので、それを補い、熱心な態度で夜、のところにやってきて一文を求めた。私は、まだ児童であったころ
は、先生の詩はしばしば諾じることができるようになるまで読んだものだが、いくぶんか長じてからはか
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えりみなくなり、ついに忘れてしまった。いま周E豊氏が、私に求めてきているといっても、どうして先生
の到達された最も深いところまで知ることができょうか。
活字]1式に、 f詩は杜甫に至って最高に達したjという言葉がある。だから最近の詩を学ぶ者は、多くはt:l
甫を師としているが、その中でももっともその詩法を学び得たものは、虞集、楊1哉、涜梓の三人だけであ
る。しかし蘇献はまた、 f杜甫は、絶世の偉大な資質をもって、百代に超越し、吉今の詩人(まことごとく
潤題でなくなった。そうではあるが説晋以来、市&i認な風采で世間に超然としているといった風倍も、また
少し衰えたのであるjとも言っており、 i世間は正確な判断だと思った。
12. 2. 3 語釈
[)語瞳}伝は未詳。 r八十九穂明代{云記綜合引得jp舟人伝記資料索iJUに記載無し。高啓の姿方の!吾氏の
一族かもしれない。{慨然}気が高ぶるさま。{汲汲}心がせっぱつまっているさま。せっぱつまって求め
ること。熱心に努力すること。宍認は当時の蘇州文壇の第ー人者で、全国的な大家であったから、開H査は
どうしてもその序文が欲しかったのである。[成諦]よく読んで、詩じることができるようになる。{太史}
官名。ここは高太史のaI各で、高啓を指す。太史は、先秦のu寺は歴史をつかさどり、文書を起草し、匡!の書籍
や天文、暦法をもつかさどった。その後、殴史編纂と天文腎j去の職務が分離し、太子はもっぱら後者のこ
とをつかさどるようになった。ただしi珂清のu寺、歴史編纂のI践が翰林院に婦したので、 1谷に翰林を太史と
称するようになった。高啓は、元史の編纂事業に参与し、翰林院の国史編1多の官を授かったので、高太史
とも呼ばれる。
[蘇文忠公]二i己宋の文学者の蘇拭(1036-1101)。文忠はその説(オクリナ)0 [詩至……]蘇]Ii.i¥の「呉道
士の姻の後に主:すjからの引用。 r君子の、学に於けるや、百工の、技に於けるや、三代自り漢を経てj斉
りて備われり。 故に誌は杜子美に玉三りて、文lま韓退之に至りて、舎は顔魯公に至りて、 i磁は呉道士に
りて、官今の変、天下の能事は暴れりjとある。[社子美}唐の詩人、社甫 (712-770)。子美はその字。
{三尺}昔、長さ三尺の竹簡に法律の条文を書いたことからげ史記j酷吏列伝)、法律を指す。転じて、
法問、基準などを指す。{虞;j釘[j:]元詩の四大家の1=1"の虞集(1272-1348)、楊載 (1271 1323)、沼存(ハ
ンホウ) (1272-1330)の三人(もう一人は掲撲斯(ケイケイシ) (1274-1344))。いずれも宋詩の影響を
排して唐詩を学び、特に社甫を尊崇したと言われる。[子美以……}宋の胡仔(コシ)の『苦設立目指(チ
ョウケイギョイン)叢話前集j 柳将111+1 の項に見える言葉。「東;披云う、 f而して社子美、李太告は英f~李総i止
の資を以て、百代に凌跨し、古の詩人尽く廃さる。然れども貌普以来、高風盛を純ち、亦た少しく衰えた
り.lJとある。[英偉}才能がすぐれて偉大である。{凌跨]超越する。
12. 3. 0 原文
若季述生龍元季、非不知有子美者、溺其n句作l諮散開述、得1林江iNJ之趣、護之於言、長住雄不敢首乎子美、
高不敢望乎貌昔、然能鐙其格調、以f方初1¥乎意柳王本於数百載之上、 U、成皇明一代之音。亦詩人之豪者哉。
所'1:&蚤死、未克其所11::.1可如、君子潟之慨歎。故底陵楊丈貞公、許諾詩、猫誇其柴1守、擬吉及五言律潟勝O
其意亦可誠実。
是集又開設五iJ子建寧君!日否、未見行i吐。若雑詠備有諮韓、主n詩者以溺工。期有板在郡中云。郷後皐呉覧強
12. 3. 1 き下し
季迫の若きは生まれて元季に値い、子美有るを会[1らざる者には非ずして、独り其の胸中は荷数、間遠に
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して、山林、江湖の趣を得、之を言に発すれば、雄は敢えて子美に当たらずと、高きは敢えて委)¥1晋を望ま
ずと難ども、然れども能く其の格調を変じ、以て意・椀・王・本を数百裁の上に訪{91lとさせ、以て皇明一
代の音たるを成す。亦た詩人の豪なる者ならんか。恨む所は蚤く苑し、米だ其:の止まる所の何女1たるを見
ず、君子之が為に慨歎す。 (1文競稜楊丈貞公、諸詩を評し、独り其の業!持、議古及び、五言律を誇って勝ると
為す。其の志~ljfた識るべきなり。
是の集は又嘗て建寧の郡斎に梨せらるを開くも、未だ肢に行われず。雑詠の若きは諸体を鵠有し、詩を
知るもの.tJ、て工と為す。別ち板の郡中に在る有りと云う。郷の後学、呉寛、強議Ji亡す。
12. 3. 2 通釈
先生はたまたま元米に生まれ、社甫の存在を知らないことはなかったが、ひとり胸中はのんびりとして
俗気がなく、山林やJIやi訟の趣きを得ていた。あえて杜甫より傑出して張り合おうとしたり、またあえて
競晋の気高さを望んだわけではないけれども、ひとたび言葉に発すれば、よく近代の格調を変じることが
でき、数百年をi箱てて意応物、織l宗元、王維、不参をf方仰とさせ、ひいてはわが明朝-1tを代表する文学
となった。このようなものは、また詩人のうちの傑物といってよいであろう。残念なのは早死してしまい、
どんなところまで行き着かれるのかを見きわめることができなかったことである。君子ともいうべき人た
ちはこのために'慨歎した。 寵践の故楊文貞公(楊士奇)はいろいろな詩を許し、そのなかで楽的泊三、擬古
詩、五言律詩を持ち上げて、優れているとしたが、その意克はよく理解できる。
この作品集は以前にも建寧の府知事が出版したと開くが、…般に普及してはいないo f<ti蘇雑詠jは、
いろいろな文体を備えており、詩がわかる人から t手だと評価が高い。販木は蘇州府汗にJI又蔵されている
ということである。同郷の後学の呉1:f(号は錯落)が!予を草した。
12. 3. 3 語釈
[J誌詩文}立居ふるまいや心中が、 1院でのんびりとして心地よいさま、また酒脱で自然なさま。[関連]安
熊として孤高であるさま。[江iMllJIとiMJo[:li.!U傑出している。[:iiik械l王立子]それぞれ唐代の詩人主主応物
(737? -790?)、排宗元 (773-819)、王維 (701?-761)、午参 (715?-770)を指すo ['i?J I犠判:集
本伝jの「詩豪jの注を参照。[Î~文蹴;陵楊文貞公]楊士奇 (1365-1444) を指す。士奇は字で、名は寓。
字でH乎ばれる。古安府泰和県(今の江西省泰手IJ県)の人。脱i凌は古安府のこと、文貞は誌。翰林院に入り
編纂官となって f太相実録jの編修に参加した。札部左侍郎兼華葉大学士、兵部尚主;:となった。官吏とし
ては清廉有能なこと、明一代で最たるものとされた。 r~在旦文集j がある。 伝は f明史j巻1480 [建寧}
明代の建寧府を指すと思われる。荷宋の建寧府、元の建寧路によったもの O 府の役所は今の福建省の建歌
県にあった。[君s斎]君1の長官が起居するところ。[宍寛雑誌]明の呉寛(1435-1504)。錯蓄は号。蘇ナトl
長洲の人。字{土原1容。成化八年 (1472)に科挙を首位で合格。孝宗の時 f議宗実録jの編纂に加わる。東
i習に入り詔勅を起草し、官は札部品舎に至った。誌は文定。著lこ『雑益集jr家蔵集iなどがある。伝は
『明史j巻1840
13 I張泰序」
13. 1. 0 原文
吾蘇太史先生以詩1鳥於園初。故病名能詩者、必以先生詩之首。先生之詩有 f缶I!急集J、深刻i詠j、
行 IJt己百年実。又有『江館~ r鳳窒jf桂1fTj三集、追今未寄諸梓。吾友儀部員外郎、張君企卒号、自幼拝之
郷長老所。京於公暇、毎諦rm愛之、謂0)1三他潟詩者可及。安矯校録、合古今f器製、類成十巻、総名之臼問主
「呉寛Ff;J I張泰序J訳注;fir:j 63 
1汗集j。最節俸資、間欲輿前二集投俗、 J受余潟之序。
詩剣於袈筆、潟終古不易之常経。良由人之有心則有忠、有思日Ij有言、以成夫詩、初若易能者。無何、
下逮漢貌音宋、吏数tl上、厩千有i添年、 i部特起tJ、名家者、率不通三数人。抵属、作者機衆、以及宋元、所謂
名家而!f，'i'!国者、指皆不多屈。抑何其架部。
13. 1. 1 書き下し
吾が蘇のilf:J太史先生は詩をtJ、て国初に鳴る。 i文に能詩者を称名すれば、必す、先生をJ、て之が首と為す。
先生の詩に息長、 frì[i蘇t，iítff永存り、 i止に行われて己に百年なり。又江館、 j乱去、経1~干の三集有りて、今に
迫(オヨ)ぶも未だ諮を梓に寿さず。奇が友の儀部員外郎、張君{t朝j(キコウ)は、幼き自り之を郷の長
老の所に得。弦(ココ)に公n!!，(に於いて、 4I):に諭して之を愛し、他の詩を為る者の及ぶべきに非ずと謂え
り。愛(ココ)に校録を為し、古今の体製を合わせ、類してト巻と成し、総じて之を名づけて犠l!tf集と日
う。俸資を量り節し、|翠りて前の二集と並び伝えんと欲し、余に授けて之が序を為らしむ。
{ま聖筆にi制られて、終古不易の常経と為る。良(マコト)に、人の心有れば民Ijち思い有り、思い
有れば則ち言有るにE!3りて、以て夫の詩を成し、初めは能くすること易きが若き者なり。何(イクパク)
も無くして、 iごりでi英説昔宋に逮び、数!止を吏(ヘ)て、千有余年を怪て、特起してJ、て名家なる者は、
率(オオムネ)三数人に過ぎず。唐に抵(イタ)り、作者は衆しと雌も、以て宋冗に及んで、所謂名家に
して特起する者は、指は皆多くは屈せず。抑(ソモソモ)何ぞ、其れ恕ならんか。
13. 1. 2 通釈
わが話料、卜!の高太史先生は、建問のはじめ詩によって名声がひびきわたったO だから詩の上手な人の名を
あげることになれば、かならず先生が首位にあげられることになる。先生の詩集には f缶I鳴集.J， r姑蘇雑
誌せがあり、|止に行われでもう百年になる。このほかに日工結集j、『鳳去集Lr桧i!l子集jの三集があるが、
これはまだ今まで出版されていない。わたしの友人の銭部員外郎の張習(字は企鞠)氏は、幼いときこれ
を郷里の長老のところで手に入れていた。それで役所勤めの休日には、いつもこれを愛諭し、地の詩人に
はとてもここまで及べるものではないと思っていた。そこで校勘をほどこし、古今の文体を合わせ分類し
て十巻となし、これをーまとめにして集jと名づけた。彼はお上からの給与をあれこれ酪酷して節
約し、前の二つの詩集と並行して祉に広めたいと忠い、私にこの序文を:古くように依頼した。
ああ!詩経の諸jおは聖人の手によって整理淘汰され、永遠の規範となったのだ。人の心があれば感じる
ところがあり、感じるところがあれば言葉が生まれ、まことにそういうことによってかの詩経の詩ができ
あがっており、あたかも初めは詩経ほどの詩を作ることが容易なことのようにみえてしまうものだ。ほど
なくして、時代は下って漢、説、昔、宋に至り、いくつかのi止を経過し、千A有余年をへたなかで、突出し
て名家であるという者は、おおかた数人に過ぎない。唐になって作者は多いといっても、そして宋、元に
及んだとしても、いわゆる名家であって突出する者というのは、指を折って数えあげられるぐらいで、さ
ほど多くはない。やはりそれはほんとうに難しいことなのである。
13. 1. 3 語釈
[称名}名を私、する。ここでは名諮を挙げるの意。[能詩者}詩を龍(ヨ)くする者。詩を i二手に作るこ
とのできる人。[寿梓}上梓する。寿l土、寿命ながく弱まらせるの意から転じて、彫り刻むの意。持は樹
木の名で、版木の意。{良部員外郎}官名。犠i!lJi青吏司員外郎のこと。 i共武二十九年に儀部が儀市Ui者克司
と改名された。儀f!iU青吏司l土中央官i!iljの札部に属し、問つのi育児司の筆頭。朝廷の典礼、科挙、学校など
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をつかさどる。郎中、員外郎、主事がそれぞ、れ一人づっ置かれた。員外郎は従五品。[張企朝Jl明の張習。
企朝は字。呉県の人。官は礼部部(本文では儀部員外郎)、また出でで嶺外に按察となった (r古今図書集
成j明倫議編氏族典第250巻張f)生部暁三)。本文にあるように明の成化十四年 (1478)に日制汗集jを編集
出版した。[公暇}休暇。[量節]勘案して節約する。[俸資}官吏のもらう給与。{終古}永久o [常経]
いつまでも変らない規律、永遠のj去~Jj o 日正侭}間もなくして。
13. 2. 0 原文
先生天賦之厚、力感之!専、造語工而用事雷、二才兼衆長、而毎出入意表。故其Êt詩、 ~j~j-新俊雅、沈着痛快、
如泰|場載照、草芳競秀、年穀薦登、高室具充、JjHIll特起於i止而名活大家者。雑[l寺、皆諜其居大任以展大制
作。嘗徴修元史、甫泉市j吾、所施莫期其所負、不幸年未始仕以i支。図是推之、特起一社、不1奇不率。著之
fg編、不揺不多。倣{光子古、不矯不久。名潟大家、不矯不盛。彼j長富貴、享安楽、以掲身心之幾者、
一日而無其人、亦多静止減;!?.f，停、或播其醜於後。先生克立於不朽、員fi;.罷不幸、亦実憾乎。殆未百I輿浅近者道
也。
13. 2. 1 書;き下し
先生は、天賦の厚くして、力学の博くして、造語の工(タクミ)にして用当たり、才は衆長を兼ねて、
毎に人の意表に出づ。故に其の詩を為るや、清新俊雅、沈着痛快にして、春1藷の救(ハジ)めて照(アキ)
らかに、群芳競い秀で、年穀薦(シキリ)に登(ミノ)って、万室呉わり充(ミ)つるが如く、 I止に特起
して名の大家と為る者と謂うべし。維の1]寺、皆其:れ大任に居りて以て大制作を民ぶと擬す。嘗て鍛(メ)
されて元史を修め、南て畢りて退き、施す所は其の負う所を苅iくすこと莫く、不幸にして年未だ仕を始め
ざるに.k2J、て没す。是れにi司りて之を推せば、 -1止に特起して、王手らにせずとは為さず。之を簡i言語に著して、
多からずとは為さず。千古に倣到して、久しからずとは為さず。名は大家と為りて、主主んならずとは為さ
ず。彼の、富貴に処し、安楽を享(ウ)け、目、て身心の楽しみを渇くす者は、オとだ嘗て一日として其の人
無きはなく、亦た多く断滅(シメツ)して伝無く、或いは其の醜を後に播(マ)く。先生克く不朽を立て、
不幸に擢ると雌も、亦た実をか憾まんO 殆ど未だ浅近の者と与(トモ)に道(イ)うべからざるなり。
13. 2. 2 通釈
先生は、天賦の才に恵まれ、広く学問につとめ、言葉づくりはたくみで、典故の汗jい方は当を得ており、
多方面にわたる才能を兼ねそなえ、いつも人の意表に出るのであった。だから先生の詩作は、新鮮ですが
すがしく、優雅で美しく、落ちついて思いきりがよく、あたかも春の陽射しが輝きはじめ、いろいろな花
が咲ききそい、毎年続けて穀物が豊作となり、万民の家に食糧が充足しているかのようであり、 utに傑出
し大家と名付ムけられてよいもの、と言うことができょう。当時、人々はみな先生が大径の職についていた
ことから、大作を作り出すものと推測していた。かつて召されて f元史jを編纂し、終了するとすぐに辞
めて帰ったが、世に貢献した部分にひきくらべると、彼が期待されていたものをやり尽くしたとは言えず、
にして、寿命的には、まだこれからの仕官の道を歩み始めることなく死んでしまった。このことから
推していくと、先生は一代に傑出して独り占めにしないことはなかったし、語:物を著して決して少ないわ
けではなかったし、長年代にわたって世間を見下して永遠でないことはなかったし、::7=1は大家となって盛
んでないことはなかった。その一方で、は、寓資の身分で安楽を享受しあらゆる身心の楽しみを尽くした人
間というのが、一日たりとてこの世に存在しないわけではないというのに、たいていは消滅して伝記が残
らないか、あるいは逆にその醜聞を後世に伝えているのだ。先生は不朽の作品を残すことができたので、
『高7守正集Ji劉昌序J 「張泰序j 訳j主11~ 65 
たとえ不幸をこうむったとはいえ、また何を残念に思おうか。このことは浅薄卑保なものたちと同列に論
じることはできないのである。
13. 2. 3 語釈
{俊雅}美しくて優雅。[載}はじめて。始まる。 |瑚風(ヒンプウ)の下七月jの詩に「春日載(ハ
ジメ)て陽に、 13く倉庚(ソウコウ)有りjとある。[群'Jrl各種の草花。{年穀}その年に植えた穀物。
{登]穀物が成熟する。[万室]多くの民の家。室は家の意。[筒編]書籍をいう。{倣悦]切を軽蔑す
る。おごり高ぶる。 li!日消滅する。消失する。
13. 3. 0 原文
余、初入詞林、院長南i場李公、永新劉公言?j余言、「雨蘇之詩、在詰朝惟高太史潟然、猶言文、必翠:金華
宋率土也。比修一統志、己疏其J.~S郡之第一入実。夫最{旦一郡之詩、天下之詩也、数千百載之詩也J。余Jj~
二公硲論、後英有能易此。
或疑、先生之詩、其将己在前二集、京特其i魂耳、殆不然。李社二大家、無一之不載、莫不有意味存濡0
之多蔵之家、 j詩歌之鈴、尚足以、副1="家之{良資。議所従来者達也。企鞠編行之、不1号無語、税者自有得
意。成化十1m年、歳戊成、立u月朔。!l易進一土翰林隆|史検討徴イ士郎、婆東張泰!字。
{校記] 業日日本無張泰!字。
13. 3. 1 き下し
余、初め詞林に入りしに、院長の南陽の李公、永新の劉公、余に謂いて言う、「爾が!.~午の詩は、当朝に
在りでは惟だi南太史のみ然りと為す。猶予お文を言えば必ず金撃の宋学士を挙ぐるなり。比(コノ)ごろ、
一統志を修むるに、己に疏して其れ郡の第一人と為すなり。夫れ景但だー郡の詩のみならんや、天下の詩
なり、数千百載の詩なりJと。余、二公の確論に臨時(フクヨウ)し、後に能く止とに易わるもの有るもの
し。
或(アル)ひと、先生の詩は、其の粋は巳に前二集に在り、議(コレ)特(タダ)に其の腕なるのみと
疑うも、殆ど然らず。李杜の二大家は、 ‘の載せざる無く、意味の存すること有らざる莫し。之を多蔵の
家に誓うれば、出駄の余に、 l玲お以てI=J家の依貸に副(ソ)うに足るがごとし。蓋し従りて来たる所の者
速ければなり。企鞠が編行の意は、謂(イワレ)無しとは為さず、観る者自ら得ること有り。成1t+1周年、
歳は戊成(ボジュツ)、女uは月務。J!易進士、翰林国史検討、鍛イ士郎、婁東の張泰序す。
{校記} 案ずるに加本に張泰の序;!!!f;し。
13. 3. 2 ;I扇釈
私がはじめ翰林院に入ったときに、 i完長の南i場出身の李賢氏と永新出身の劉定之氏が私に対して、 f君
の蘇州、!の詩では、本朝にあってはただ高啓先生だけがりっぱだ。なお散文ということになれば、かならず
金華出身の宋学士を筆頭にあげねばなるまい。最近、地理書:の『一統志jを編纂したときには、箇条を分
けて見出しを独立させ、先生を郡の第一番目の人とした。しかしただ郡内だけで通用する詩にすぎないで
あろうか。いや、天下に名の知れた詩であり、数千年間にわたって生きつづける詩であるjと言った。夜、
は二人の適切な意見に心から従って忘れることがなかったが、ずっと後までこれに代わりうる意見は出て
こなかった O
先生の詩は、その精髄はすで、に前の二集にあるのであって、この集はその肉体の部分に過ぎないという
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人もいるが、まずそういうことはないであろう。李白、杜甫の二大家は、その詩集にーっとして収載しな
いというような詩はなく、意味を有しない詩というものはない。李白、杜甫をちょうとさ大金を貯えている
大家にたとえれば、金が尽きたときでも、なお仁川Eの家の借金ぐらいは助けることができるようなものだ。
思うにその由来というものが速く深いからである。こう考えてくると、張習氏がこれを編集し刊行した意
義が無いなどとは言えない。見る者はおのずからそこに得るものがあるであろう。明のj主化十四年(1478)、
干支は戊成、二月一日。進士及第を賜った翰林院国史検討官、提戸七品徴仕郎の;安Jl'Lの張泰がri三を浮:した。
13. 3. 3 語釈
{詞オ水}翰林院の別称。{続長]唐代に翰林誌の学ことの長であるi翰林学士承旨をi克長と呼んだ。官以後、
元代まで、設置[され、元で、は従一品であった。明j青で、は廃止されたが、 rl)Mはまだ元illJを踏襲していたよう
である。{南|場]地名。 I}l j のときは南|湯府があっ t::. o 今のìITH{雪省I十ITI~ rI1 o [李公]李賢 (1408-66)を指す。
は原穂、登ßナト!の人(今の ìffJ南省堂ßYf~。部川、I(土明代は ~*JI湯府に属していた)。郷試に首席で合格し、2lJ~ 、
笠徳八年 (1433)の進士。官は兵部左手13郎などをへて、翰林学士を兼ね、文iJfl認に直し、機務に参与し、
吏奇1I尚書にすすんだ。さらに帝の信頼あつく、少保、華蓋散大学ごとにすすみ、御前講義をつかさどったo
f大明一統志jの編纂に従事した。死後、太師をi14られた。伝は問j史j巻176など。{永新}地名。明の
ときは永新県があった。今の江西省永新県。[鶴公]劉定之 (1409-1469)を指す。字は主静、正統元年
(1436)に会試を第一位で合格。散試に合格したあとは翰林院編修。その後、翰林学てととなり、丈淵閣
に直し、工部右侍郎、また札部左侍郎になる。亡くなってから礼部尚書を贈られた。伝は『明史j巻176
など。 [i南太史i高歴史の意で、高啓をいう。太史については「呉究序」の注を参照。{金1'fl金華は地名、
明のときは金華府があった。今のi:fJr江省、金華市。[宋学士}宋漉 (1310-1381)。字は景様。号はi替渓。先
祖はi詩渓の人で、あったが、ラiミj慌のとき、 irl江に移り住んだ。 1替渓、 ir百江とも明のときは金華府に属してい
た。元米は|語通していたが、明初に太極に召され、以後老年で退職するまで、太根を補佐し、功は開国の丈
庄の苦とされた。総裁官となって元史を編修し、官は翰林学士などを経て学士承旨・矢Lli対話に至った。 朝
廷の文章の多くは彼の手によるもの。若に『宋学士全集』などがある。[一統志]明の李賢等が詔を泰じ
した中国全土の地理者:。九十巻。天)1員五年 (1461)干Uo[疏}行を分けて書く。{君1I之第一人]現行
の f大明一統志i巻八i刷、ト1)奇では、人物の項の「本朝jの冒頭に高啓が挙げられている。日間同!日:に銘
じる。{磁:論}正しくて適切な言論。
[IÍJ~] 身体全体のわく。人の精気を魂というのに対して、人の形体をいう。{指紋]消失する。止む。{
副}劫ける。[仁1:1家]中産階級ほどの家。[1良貸]借金する。[如]1日暦二月の別称。{月朔]IEIJ習で月のは
じめの日。[翰林国史検討]名誉ある翰林官の一つで、翰林院の中に設けられた翰林院検討のこと。歴史
文献などをつかさどる。翰林院編{I多の下に塙し、従戸七品。{鍛仕郎]文官で従七品という官吏の等級をあ
らわす名称。{宴東]1也名。昆LJ!早(今の江蘇省昆1市)のJIj称。安江(太初]から流れ見UJ、太倉を通過
して長江に合流する。「婆江1今泉序j注参照)の東の意であろう。この張泰と昆Liの|接抗と太倉のi盗容の
三人は「安東の三胤Jと称された。[張泰]字は亨保。太倉の人(今の江蘇省太合集。当時は太倉衛が泣
かれていた)。天眼八年 (1464)の進士。官は翰林説庶吉士から、翰林院検討をへて翰林!完修撰に至った。
に工で、当時、詩名は李京協と並びJかされ、 ri舎前1(詩)君主Jがあった。区l十九歳で没した。伝は;明
史J巻286文苑伝など。
